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(原疾患 :胆管癌2例,+･∴指腸乳細部癌,肝癌,肝内

胆石症.総胆管結石症.肝外鳳 胃癌L'.)各l削)を経験

し.そLIH･-.要動脈は 右肝動脈 3.胃仁-.指腹動脈 2,

左肝動脈,総肝動脈,_上腸間膜動脈各1例であー-,た.

今回は,肝門部胆道手術後をこ発生した2例を報告した曲

肝門部Fltl.骨切除,肝 f~t【~J空腸吻合術を施行Lた術後.右肝

動脈しリ吻合部噂を牛 しヾ人∨馴 L卜血した.症例2は7こi才女◆

性.胆管癌(こ対L総胆管切除･総肝管十 L_指腸吻合術後

i･二発牛し上古肝動脈吻合部噛てある.2症例Li二もT'･術的

に山tIl救命し性 社会復帰し-/Ll.札 8例仝帆 晦陸 内

出血及び縫合不全を認めず消化管出血した.

8)胆道癌手術症例殿検討
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田赤十字病院で手術を行なった胆道癌は39例あり5韓生

存率は 15.80｡~-て武一-,た.切除率は79.500で;i;'･1た.治

肝門部胆管癌 3例,肝門部ニJランジか-マl例および

肝門部浸潤胆,熟L串.;5例を肝門部胆道癌!二して検討した.

肝門部胆管癌では治療切除の症例はなく.肝門部浸潤胆
療病では堂例切除 じ得た帆 治癒切除は1例のみであっ

た.肝門部ニlランジオ-て約1例は拡大肝覆車切除兼尾

状葉切除にて治癒切除可能であった.

肝門部胆道癌碍治癒切除例2例は2年以上の生存を得

たが,JFll治癒切除例;よ仝例 1年lFr-j汗｣､内に死亡した.

非治癒切除J)l京榔 エhw+あるいは ew+てあー-'た.

肝切除を加える二十で矧徐率(7)向 卜が期待さJlるが cw

+hw+症例に対する治特が必要亡リこ′ミ'.門脈合併切除

等の広範囲な切除革,放射線治療等の薬学的治療が今後

の課題である,

9)肺臓に原発 した腺房平 卜皮癌の 1例
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肝臓に原発 した腺扇平上皮癌の一一切除例を報告 した.

症例は65才男性.主訴は皮膚蚤痔鼠 血液所見で肝障害,

高ビ■)ルビソ血症,CA19-9高値を認め,ユニトー,CT

では樺噛像が見L-1れた.また ERP で主肝腎に不軽た

狭窄を認め,阻喪外療からの造影では総胆管に締め付け

塑職狭窄像がみられた.血管造影上,胃十二指腸動脈をこ

不整な狭窄を認めた.以上より鰐頭償域癌と診断し,鰐

頭十二指腸及び結腸合併切除術が施行された.腫藤は偏

混在する簡域も存在した. 組織発生をこついては,腺癌の

i~糾i･I･.皮化牛成上矛盾し左し､所見上思わJttた. --群 IIン

べ節iこ転柊を認tV).転移巣にはrl咽 t織が存在した.

10日輔象卜充′美作陣痛 像 をII!lLた肺嚢胞腺癌

の 且例

1. ' も .一 ､ ●)本問 明

附場 抑明･ll=l ll:.樹 し ′′ 外科､)

阿部 業 (新潟大学第三内科)

野川 浴 ･iT.願JJ 村中 ( ′′ 苅 ･病理)

輝車胞性感虜は一般に画像所見と病理所見が対応 し,

存在診断は比較的容易であるが,我利 濃診断に苦慮 した

静液胞腺癌の一例を経験 したので報告する.

左 進 症 しり 治 療 中.酎E主用T-腫人指摘され 同時に胞部-i

ニ3-- に て 左 上腹部腫慶を認められ紹介Å院となった.A

P;IF咽 JQ 部 は半里で腫壕は触知 したか-I,たか.LTS.(,Tl､.

凝 昏 波 内視鏡では5〉く5cm 径の充実性感慶で石既化は

認 め ず ,腎透視では体部後壁より腎外性圧排像を認めた.

1工】く(:1-)は肝菅挿入でき-仁 ll両耳造断でもLl:_常てあ-､上.

弊癌を考え,静雄尾部切除術が施行されたが,病理組織

学的には鰐嚢胞腺癌であった.圭輝管と嚢胞の変通がみ

られた軌 藤胸内には出血,壊死を伴った膿慶が充満し,

弗胞腔が榛hJ'つて狭い聞柘､しこLてしか[1--在せ十,LTS,し'Ⅰ'

上圧排発育性の蒐嚢性魔轟として描出された屯のと考え

と､_'わた.
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陣の S()lidandcystietum｡Ⅰ･は近年-注r]されてきた

まれな疾患である.われわれは胆石症に合併 した本症を

経験 したので報告する.症例は60歳女性で昭和59年近医
にて肺兼胞の診断を受けたが放置.本年4月5日L.-i-_脂
部痛を訴え来院,眼球結膜に董染と心嵩部には痛を認め


